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研究要旨  
 平成 28年度は、1)野生鳥獣肉処理工程における作業者ならびに器具の拭き取り調
査、および 2)わが国の野生鳥獣肉処理施設の枝肉拭き取り調査を実施した。 
1) 3か所の処理施設にて、搬入から枝肉洗浄の各工程における作業者、ならびに器具の拭き
取りを実施したところ、主に内臓摘出、剥皮工程で作業者の手指、ならびにナイフに細菌

汚染が発生した。さらに、食道結紮、肛門結紮、内臓摘出、並びに剥皮の各工程の作業前

から細菌汚染の認められたものでは、特に高度に枝肉への細菌汚染が認められた。 
2)施設 Bで処理された鹿枝肉の平均一般細菌数（個/100cm2）は、それぞれ胸部、肛門周囲

部の順に、1.2x106、3.0x106となり、その他の施設（それぞれ 2.0x103～4.5x105、5.0x102

～1.8x105）と比べ高い値を示した。さらに、施設 Bで処理された鹿の 6頭中 5頭から大腸
菌群が検出（1.0x103～2.7x105個/100cm2）されたのに対し、その他の施設で処理された鹿

では、13頭中 4頭から 2.0 x103～9.2x104個/100cm2検出された。黄色ブドウ球菌について

も、施設 Bで処理された鹿の 6頭全てから検出（1.0x103～4.4x104個/100cm2）されたのに
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対し、その他の施設で処理された鹿では、13頭中 1頭のみから検出（7.0 x103個/100cm2）

された。一方、猪枝肉の一般細菌数（個/100cm2）は、それぞれ胸部、肛門周囲部の順に、

検出限界未満～6.9x104、検出限界未満～2.4x104であった。大腸菌群は、5 頭中 3 頭から、
1.0 x103～2.0x103個/100cm2、黄色ブドウ球菌は、5 頭中 3 頭から、1.0x103～9.0x103個

/100cm2それぞれ検出された。 
 
Ａ．研究目的	 

鹿や猪をジビエとして積極的に活用する

ことが求められているが、衛生的に処理す

るための手順等が整備されていない。と殺

後の鹿や猪を安全かつ衛生的に解体処理す

るためのマニュアルの作成は急務の課題と

なっている。一方、わが国の野生鳥獣の処

理施設は、その処理方法、設備、器具、作

業従事者の経験などにおいて非常に多様性

に富んでいるが、それぞれの食肉処理施設

で処理された枝肉について、比較検討する

研究は行われておらず、各条件が枝肉の衛

生状態に関わる要因についての解析が必要

である。以上のことから、平成 28 年度は、
1)一連の各作業工程において、作業者並び
に使用する器具の拭き取り調査を行い、細

菌汚染の発生する工程の特定を試みた。さ

らに、2)わが国の 8 つの野生鳥獣肉処理施
設で処理された鹿および猪について、拭き

取り調査を実施し，衛生指標細菌（一般細

菌，大腸菌群ならびに黄色ブドウ球菌）数

を計測して衛生状態を評価した。 
	 

Ｂ．研究方法	 

1)野生鳥獣肉処理工程における作業者な
らびに器具の拭き取り調査：	 2016 年 9 月

～2017 年 1 月の間に，わが国の野生鳥獣肉

処理施設 X、Y、および Z にて実施された食

肉処理（鹿 5 頭分）において、搬入、食道

結紮、肛門結紮、内臓摘出、剥皮、および

枝肉洗浄の各工程前後において、作業者の

手指（左右、表面全て）、前掛け（100cm2）、

およびナイフ（刃面全て）から、また各動

物を解体，洗浄前後の枝肉の胸部，肛門周

囲部 100cm2から、それぞれ拭き取り材料を

採取した。（一般細菌数のみ検討）	 

2)わが国の野生鳥獣肉処理施設の枝肉拭

き取り調査：2016 年 11 月～2017 年 1 月の

間に，わが国の野生鳥獣肉処理施設 A～G で

処理された鹿 19 頭，および施設 A,F、およ

び H で処理された猪 5 頭を用いた。	 

各検体について、「枝肉の微生物検査実施

要領（平成 26 年度）」（厚生労働省）に従い、

各指標細菌数を計測した。すなわち，各拭

き取り材料を 10ml の滅菌生理食塩水に回

収し、各拭き取り検体の１ml 量を 3 種類の

ペトリフィルム（AC プレート：一般細菌数

用，EC プレート：大腸菌群数用，STX プレ

ート：黄色ブドウ球菌用）にそれぞれ接種

した。EC，および STX 各プレートは 35℃で

24 時間，AC プレートは 35℃で 48 時間培養

し，それぞれ形成されたコロニー数を計測

した。	 

	 

Ｃ．研究結果	 

	 1)野生鳥獣肉処理工程における作業者な
らびに器具の拭き取り調査：施設 X、なら
びに施設 Z では、内臓摘出、剥皮各工程の
作業前において、作業者の左右の手指で検

出限界未満～2.4x103 個/手指検出されたの
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に対し、作業後では 1.0x102～1.1x105 個/
手指と一般細菌数が著しく上昇した(表 1)。
これらの施設で処理された鹿肉は、検出限

界未満～7.1x104個/100cm2の一般細菌が検

出された。一方、施設 Yでは、食道結紮、
肛門結紮、内臓摘出、並びに剥皮の各工程

の作業前から、作業者の手指に 1.5x106～

3.6x106 個 /手指、前掛けには 3.4x103～

2.5x104個/100cm2、ナイフでは 5～4.1x105

個/本と、高度に細菌汚染が認められた。施
設Zで処理された鹿肉は、1.4x103～2.4x105

個/100cm2の一般細菌が検出された。 
2)わが国の野生鳥獣肉処理施設の枝肉拭き

取り調査：各施設で処理された鹿枝肉の平

均一般細菌数（個/100cm2）は、それぞれ胸

部、肛門周囲部の順に、施設 A で 1.1x103、

1.8x103、施設 Bで 1.2x104、3.0x104、施設

Cで 5.7x102、9.3x102、施設Dで 28、2.5x102、

施設 Eで 4.5x103、7.5x102、施設 Fで 80、
5.4x102、施設 Gで 20、5.0であった(図 1)。
大腸菌群は施設 Aの 7頭中 3頭、施設 Bの
6頭中 5頭、施設Eで 1頭から、10～2.7x103

個/100cm2 検出されたが、その他の施設で

処理された鹿からは検出されなかった（表

2）。黄色ブドウ球菌は、施設 Bの 6頭全て、
施設 Fの 1頭から、10～4.4x102個/100cm2

検出されたが、その他からは検出されなか

った（表 3）。 
猪枝肉の一般細菌数（個/100cm2）は、そ

れぞれ胸部、肛門周囲部の順に、施設 A で

10~20、1.2 x102~2.4x102、施設 Fで検出限
界未満～6.9x102、検出限界未満～70、施設
Hで検出限界未満、検出限界未満～1.0x102、

であった（図 2）。大腸菌群は 5頭中 3頭か
ら検出され、施設 A の 1 頭から 10 個
/100cm2、施設 F の 2 頭中 2 頭から検出限

界未満～20 個/100cm2検出された（表 2）。
黄色ブドウ球菌は 5頭中 3頭から検出され、
施設 Fの 2頭中 1頭から検出限界未満～10
個/100cm2、施設 Hの 2頭中 2頭から検出
限界未満～90 個/100cm2、検出された（表

3）。 
 
Ｄ．考察	 

	 「1)野生鳥獣肉処理工程における作業者
ならびに器具の拭き取り調査」では、一連

の処理工程の内、特に内臓摘出、剥皮の工

程において、作業者の手指に細菌汚染が発

生することが確認された。さらに、一部の

施設では、一連の工程の作業前の時点にお

いて、作業者の手指、ならびにナイフに細

菌汚染が認められ、処理された枝肉は、い

ずれも高度に汚染されていた。食道結紮、

肛門結紮、内臓摘出、並びに剥皮の各工程

において、作業者、ならびにナイフ等、枝

肉と触れるものについて、衛生的な取り扱

いが必要であることが改めて確認された。 
	 今後、拭き取り検査を実施する対象施設

を広げ、各施設で処理される枝肉の衛生状

態を評価することで、枝肉の衛生管理上重

要となる処理工程のポイントについて、継

続的に検討する。	 

「2)わが国の野生鳥獣肉処理施設の枝肉
拭き取り調査」では、わが国の 7 つの処理

場を対象とし、各処理場で処理された枝肉

の衛生状態を比較検討した。	 

処理施設 B で処理された枝肉は、非常に

多くの一般細菌が検出された。さらに、当

該施設で処理された枝肉は、大腸菌（群）

（大腸菌数の結果は示さず）や黄色ブドウ

球菌が検出されたことから、一連の処理工

程において、糞便、表皮、土壌等からのよ
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る汚染が発生していることが推察された。

今後、当該施設における処理工程の実際を

検証し、細菌汚染の原因を考察し、改善措

置を加えることによる実証研究が必要とな

ると考えられる。	 

本年度研究対象とした A～H の施設から、

それぞれ各施設 1-7 頭の拭き取り検体を採

取した。今後、対象施設、並びに各施設の

拭き取り検体数を増やし、検討を継続する

予定である。	 

	 

Ｅ．結論  
1)一連の食肉処理工程において、特に内

臓摘出、剥皮の工程で、作業者の手指やナ

イフに細菌汚染が発生することが確認され

た。	 

2)食道結紮、肛門結紮、内臓摘出、並び

に剥皮の各工程において、作業前に手指や

ナイフに細菌汚染の認められた場合、枝肉

にも高度の細菌汚染が認められることが確

認された。	 

3)今後、一連の処理工程の内、枝肉の衛

生管理上重要となる点を検討する必要があ

る。	 
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0
4
	
1
.6
x1
0
4
	
4
.1
x1
0
2
	
n
t	

n
t	

肛
門
	
右
	
1
.4
x1
0
3
	
2
.4
x1
0
4
	

ナ
イ
フ
	

n
t	

n
t	

　
n
t	
1
.4
x1
0
5
	
n
t　
	
1
.6
x1
0
5
	
4
.1
x1
0
5
	
2
.5
x1
0
5
	
5
	
4
.0
x1
0
2
	
n
t	

n
t	

左
	

n
t	

n
t	

Z
-
1
	
1
月
	

右
手
	

u
d*
2
	

n
t	

n
t	

n
t	

n
t	

n
t	

n
t	

3
.9
x1
0
3
	
u
d	

4
.7
x1
0
3
	
u
d	

1
.5
x1
0
4
	

胸
	

右
	

u
d	

u
d	

左
手
	

u
d	

n
t	

n
t	

n
t	

n
t	

n
t 	

n
t	

2
.9
x1
0
2
	
u
d	

8
.1
x1
0
3
	
u
d	

u
d	

左
	

u
d	

u
d	

前
掛
け
	

6
	

n
t	

n
t	

n
t	

n
t	

n
t	

n
t	

1
1
	

u
d	

u
d	

u
d	

u
d	

肛
門
	
右
	

u
d	

u
d	

ナ
イ
フ
	

n
t	

n
t	

u
d	

1
.0
x1
03
	
　
n
t	
1
.2
x1
0
3
	
u
d	

8
.4
x1
0
2
	
u
d	

4
.1
x1
0
2
	
n
t	

n
t	

左
	

u
d	

u
d	

Z
-
2
	
1
月
	

右
手
	

2
0
	
3
.0
x1
0
4
	
n
t	

n
t	

1
.5
x1
0
4
	
3
.3
x1
0
4
	
4
.7
x1
0
2
	
2
.0
x1
0
4
	
2
.4
x1
0
3
	
2
0
.x
1
0
4
	
3
.9
x1
0
3
	
6
.6
x1
0
4
	

胸
	

右
	

u
d	

2
.6
x1
0
3
	

左
手
	

7
5
	
1
.6
x1
0
3
	
n
t	

n
t	

4
.6
x1
0
4
	
1
.4
x1
0
5
	
2
.5
x1
0
3
	
2
.4
x1
0
3
	
3
.3
x1
0
2
	
2
.6
x1
0
4
	
1
.8
x1
0
3
	
u
d	

左
	
4
.1
x1
0
2
	
u
d	

前
掛
け
	
2
.7
x1
0
3
	
8
3
	

n
t	

n
t	

6
8
	
1
.6
x1
0
2
	
6
6
	
1
.0
x1
0
2
	
2
4
	
1
.5
x1
0
2
	
1
.4
x1
0
4
	
1
8
	

肛
門
	
右
	
6
.3
x1
0
4
	
2
.5
x1
0
3
	

ナ
イ
フ
	

n
t	

n
t	

n
t	

n
t	

u
d	

1
.3
x1
0
4
	
u
d	

9
.8
x1
0
2
	
u
d	

7
.7
x1
0
2
	
n
t	

n
t	

左
	
3
.5
x1
0
2
	
2
.5
x1
0
3
	

表
1　
わ
が
国
の
野
生
鳥
獣
肉
処
理
施
設
X,
Y,
Zに
お
け
る
各
処
理
工
程
毎
の
作
業
者
、
器
具
の
細
菌
汚
染
状
況
	

*
1	  
nt
:	  検
討
せ
ず
、
*2
	  	  u
d:
検
出
限
界
未
満
、
*3
	  単
位
：
個
/手
指
、
*4
	  単
位
：
個
/1
00

cm
2 、
*5
	  単
位
：
個
/本
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施
設
	

動
物
	

検
体
名
	

右
胸
	

左
胸
	

右
肛
門
	

左
肛
門
	

A 	
シ
カ
	

A1
 

nt
*1
	

nt
	

ud
*2
	  

ud
	  

A 	
シ
カ
	

A2
 

ud
	  

ud
	  

2.
0E
+0
1  

ud
	  

A 	
シ
カ
	

A3
 

ud
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

A 	
シ
カ
	

A4
 

ud
	  

2.
0E
+0
1  

1.
0E
+0
1  

ud
	  

A 	
シ
カ
	

A5
 

ud
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

A 	
シ
カ
	

A6
 

ud
	  

ud
	  

ud
	  

9.
2E
+0
2  

A 	
シ
カ
	

A7
 

ud
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

B 	
シ
カ
	

B1
 

ud
	  

ud
	  

nt
　
	

nt
　
	

B 	
シ
カ
	

B2
 

3.
0E
+0
1  

4.
0E
+0
1  

2.
7E
+0
3  

1.
6E
+0
3  

B 	
シ
カ
	

B3
 

ud
	  

1.
0E
+0
1  

ud
	  

ud
	  

B 	
シ
カ
	

B4
 

ud
	  

ud
	  

ud
	  

1.
0E
+0
1  

B 	
シ
カ
	

B5
 

ud
	  

1.
0E
+0
1  

ud
	  

ud
	  

B 	
シ
カ
	

B6
 

ud
	  

ud
	  

1.
0E
+0
1  

2.
0E
+0
1  

C 	
シ
カ
	

C1
 

ud
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

D	
シ
カ
	

D1
 

ud
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

D	
シ
カ
	

D2
 

ud
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

E	
シ
カ
	

E1
 

2.
8E
+0
2  

5.
0E
+0
1  

3.
0E
+0
1  

1.
0E
+0
1  

F	
シ
カ
	

F1
 

ud
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

G
	

シ
カ
	

G1
 

ud
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

A	
イ
ノ
シ
シ
	

a1
 

ud
	  

ud
	  

1.
0E
+0
1  

1.
0E
+0
1  

H	
イ
ノ
シ
シ
	

h1
 

ud
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

H	
イ
ノ
シ
シ
	

h2
 

nt
	

nt
	

ud
	  

ud
	  

F	
イ
ノ
シ
シ
	

f1
 

ud
	  

ud
	  

1.
0E
+0
1  

1.
0E
+0
1  

F	
イ
ノ
シ
シ
	

f2
 

1.
0E
+0
1  

ud
	  

2.
0E
+0
1  

1.
0E
+0
1  

表
2　
わ
が
国
の
野
生
鳥
獣
肉
処
理
施
設
A-‐
Hで
処
理
さ
れ
た
鹿
,猪
の
大
腸
菌
群
数
(個

/1
00

cm
2 )
	

*1
:	  n

t:	  
検
討
せ
ず
,	  *
2:
	  u
d:
	  検
出
限
界
未
満
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施
設
	

動
物
	

検
体
名
	

右
胸
	

左
胸
	

右
肛
門
	

左
肛
門
	

A	  
シ
カ
	

A1
	  

nt
*1
	

nt
　
	

ud
*2
	  

ud
	  

A	  
シ
カ
	

A2
	  

2.
0E
+0
1	  

ud
	  

2.
0E
+0
1	  

ud
	  

A	  
シ
カ
	

A3
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

A	  
シ
カ
	

A4
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

A	  
シ
カ
	

A5
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

A	  
シ
カ
	

A6
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

A	  
シ
カ
	

A7
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

B 	
シ
カ
	

B1
	  

ud
	  

1.
0E
+0
1	  

　
nt
	

　
nt
	

B 	
シ
カ
	

B2
	  

1.
0E
+0
1	  

1.
8E
+0
2	  

1.
4E
+0
2	  

2.
4E
+0
2	  

B 	
シ
カ
	

B3
	  

ud
	  

ud
	  

1.
0E
+0
1	  

ud
	  

B 	
シ
カ
	

B4
	  

ud
	  

1.
0E
+0
1	  

4.
0E
+0
1	  

4.
0E
+0
1	  

B 	
シ
カ
	

B5
	  

1.
0E
+0
1	  

ud
	  

3.
0E
+0
1	  

7.
0E
+0
1	  

B 	
シ
カ
	

B6
	  

ud
	  

4.
0E
+0
1	  

3.
0E
+0
1	  

4.
4E
+0
2	  

C 	
シ
カ
	

C1
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

D	
シ
カ
	

D1
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

D	
シ
カ
	

D2
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

E	
シ
カ
	

E1
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

F	
シ
カ
	

F1
	  

ud
	  

ud
	  

7.
0E
+0
1	  

ud
	  

G
	

シ
カ
	

G1
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

A	
イ
ノ
シ
シ
	

a1
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

H	
イ
ノ
シ
シ
	

h1
	  

1.
0E
+0
1	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

H	
イ
ノ
シ
シ
	

h2
	  

9.
0E
+0
1	  

　
nt
	

ud
	  

ud
	  

F	
イ
ノ
シ
シ
	

f1
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

ud
	  

F	
イ
ノ
シ
シ
	

f2
	  

ud
	  

ud
	  

1.
0E
+0
1	  

ud
	  

表
3　
わ
が
国
の
野
生
鳥
獣
肉
処
理
施
設
A-‐
Hで
処
理
さ
れ
た
鹿
,猪
の
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
数
(個

/1
00

cm
2 )
	

*1
:	  n

t:	  
検
討
せ
ず
,	  *
2:
	  u
d:
	  検
出
限
界
未
満
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右
胸
	

左
胸
	

右
肛
門
	

左
肛
門
	

平
均
（
胸
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平
均
（
肛
門
）
	

一般細菌数(個/100cm2）	
鹿
	

図
1　
わ
が
国
の
野
生
鳥
獣
肉
処
理
施
設
A-‐
Gで
処
理
さ
れ
た
鹿
肉
の
一
般
細
菌
数
	

A	
B	

D	
E	

F	
A	

C	
A	

G	
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一般細菌数(個/100cm2）	

A	

猪
	

図
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わ
が
国
の
野
生
鳥
獣
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処
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施
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A,
	  F
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で
処
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れ
た
猪
肉
の
一
般
細
菌
数
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